
2A17 国立大学の技術を 基にした企業創出の 実験 (1II) 

0 田崎 明 ( 筑波リエゾン 研究所 ) , 巨瀬 勝美 ( 筑波大物理工学 ) , 

拝 師 管 2  ( 慶礁 大経営管理研 ) 

国立大学の技術を 基に生まれたべンチャー 察 できる特性があ る。 MRK の測定には強くて 

企業の " その場観察記録 " の第 3 報であ る。 基 均一な磁場が 欠かせない。 所で、 臨床用の MRT 

となった技術は 筑波大学・物理工学系・ 巨 願所 で超伝導磁石を 用いている装置では、 超伝導の特 

究 室で研究開発された MRI( 磁気共鳴影像法 )  性上、 磁場は日夜一定に 保たれ続けている。 そこ 

で、 大学院生の拝 師 が社長を引き 受け ( 株 ) エ で、   患者のいない 時間帯を利用して、 M,IR マイク 

ム・アール・テクノロジーが 立ち上がった。 会 ロスコープを 装置に取り付け、 病理標本の℡ T 顕 

社 設立後、 既に 2 年半が経過したが、 経営は黒 微 鏡の影像を得ようという 発案がなされた。 

字 で順調に推移している。 最近では、 米国企業 この新しい計測技術が 学会を通して 発表され 

からの働きかけや 刺激もあ って、 急成長軌道 ると、 導入して自分の 研究に役立てたいと 考え 

へ乗り移る可能性が 出てきた。 元来、 この起業 る研究者が続出したが 全員の要求に 対応する事 

計画は筑波地区における TLO 活動のモデル・ は難しい。 以前は、 研究室の中には 技術を企業 

ケースとして 実験的に進めてきたもので、 技 化するという 発想、 はなかったが、 ベンチャー 育 

術 移転を世話した 筑波リエゾン 研究所は、 実 成の掛け声によって、 会社を作って 技術を世に 

験の途中で TLO としての承認、 を受けている。 出そうと言 う 意識が出てきた。 企業化への動機 

今回の報告も 技術移転に携わった 3 名の連名 は、 「研究成果を 世に出したい」という 思いで 

であ るが田崎が観察者の 立場に立ったつもり あ って、 経済的なメリットを 求めたものではな 

で、 主観を交えて " ベンチヤ一作り 実験 " の 経 かったが、 実際に、 企業化に踏み 切った直接的 

週報告を行い 今後の参考に 供したい。 本稿の な動機は、 TLO としての筑波リエゾン 研究所 

S I と S 2 には、 これまでの報告の 再録の部 からの呼びかけであ った。 

分 が含まれている。 当初、 ベンチャ一企業を 作る計画性学内で 

S 1. 企業化への道筋 前例のない事なので、 研究協力部門の 事務官の 

MRI( 磁気共鳴影像法 : 医者は MR と呼んで 皆さんに逐一相談し、 法的な不備がないことを 

いる ) は X 線に代わる人体内部の 診断法として 確認しながひ 慎重に進めた。 特許出願は発明委 

大型の病院を 中心には普及してきている。 特 員会に申請を 出す所から始めて、 手続きは滞り 

徴は 、 放射線に よ る障害の危険が 無 い こと、 頭 なく進んだ。 特許出願費用の 問題はあ ったが、 

や関節の内部のように 骨に囲まれた 部位に関 次に述べる装置作りに 比べれば、 金額的には 一 

しても十分な 影像が得られることなどであ る。 が千 " 丁で 角牢 決りま ス 牢男であ った。 これに反して、 会 

筑波大学 巨瀬 研究室では、 この MRI の応用 社 作りの前に大学内の 技術を覚部に 出す 手 続き 

として水流の 可視化の研究を 行ってきたが、 が必要であ って、 これが意外に 大変であ った。 

数年前に MR マイクロスコープが 開発された。 当然のことであ るが、 MRK の技術は装置という 

小型なので人体全体を 撮影することはできな 形で大学の中にあ り、 一般への報告は 学会を通 

いが、 小さな対象物 な 10 ミクロンの単位で 観 して行われている。 これを外部の 工業界に紹介 
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しょうとすれば、 装置を大学から 持ち出して企 

業等で検証してもらう 必要があ る。 しかし、 装 

置は国有財産であ って自由に外部に 持ち出すこ 

とは禁止されている。 企業化を考えるには、 具 

体 的な話が進行する 前の段階において、 外部の 

資金で自由に 持ち歩けるシステム 一式を作るこ 

とは不可欠であ る。 しかし、 企業化の話が " 単 

なる 話 " の段階で、 資金を見つけて 装置を作る 

ことは非常に 困難なことであ る。 今後のべン 

チャ一企業の 育成を考える 際には、 大学の設備 

を一時的に貸し 出すなど、 この段階を無理なく 

抜けられる方策を 考えておく必要があ ると居、 

つ 。 

企業を起こすとなれば 会社の役員を 決めなく 

てはならない。 最近では公務員の 役員兼業も認 

められ始めたが、 やはり公務員で 企業の役員を 

引き受ける人は 少ない。 会社のイメージとして 

若い役員による 将来有望な若い 会社が望まし 

く、 社長は大学院学生が 適任であ るとの意見が 

多かった。 " 日本にはべンチャースピリットの 

あ る学生はいない " などと言 う 意見を聞くこと 

が多いが、 安定した生活を 望む日本社会では 

" 危ない橋を渡る " 者が少ないのが 当然であ る。 

大学院学生は 生活の基盤は 多くの場合 親 に頼っ 

ており、 行動は親の意向に 強く規制 t れる。 親 

の立場に立てば、 ベンチヤ一企業を 起こす事な 

どは危なくて 見ていられないのであ る。 今回の 

場合、 当の学生 ( 拝師 ) は " 装置を世に出すた 

めなら自分が 社長を引き受けて 会社を始めても 

良 い " と考え、 その上両親が " 大きな負債を 負 

う ことがなければチャレンジするのが 良いと " 

賛意を示してくれたことが 決定的な要素となっ 

た し 0 

企業を立ち上げると き " 下と ' 金 " 口 

達の方法が最重要課題のように 言われている。 

我々の エ ム・アール・テクノロジ 一の場合一般 

社会で言われているのと 全く反対の現象が 見ら 

れた。 筑波地区には「筑波先端技術投資事業組 

合 」通称 " 筑波ファンドと 呼ばれる筑波の 技 

術を支援するファンドがあ る。 今回の MRl の技 

術に関しても、 ファンドは初期段階から 投資の 

可能性を検討し、 市場調査や研究者との 議論を 

通して具体的なビジネス・プランまで 考えてく 

れた。 所が、 企業立ち上げの 具体的な計画を 立 

てる段階にきたとき、 普通の経済活動では 考え 

られないような 負の効果が現れてきた。 つまり 

研究室が絡んでいるからには、 研究活動を阻害 

するような計画は 立ててはならないとの 強い意 

識が働き始めたのであ る。 今回の MR マイクロ 

スコープのような 高度な測定器を 生産するに 

は、 単に図面を企業に 渡しておけば 良いという 

わけでない。 最終調整にはかなりの 時間と手間 

がかかることは 目に見えている。 筑波ファンド 

から投資を受ければ、 生まれる企業は 業績を伸 

ばすことを当然期待される。 しかし計画中のべ 

ンチャ一会社では、 研究と学位論文提出など 削 

ることのできない 仕事が厳存しており 企業活動 

地極 ぴ   "" ね ""   "" 。   M 
を中心に据えた 企業経営そのものが 自己矛盾を 

含んで い ることに気づ い たのであ る。 これは 

ファンドからの 投資を受ける 基本的条件を 満た 

さない事を意味している。 技術があ り資金もあ 

ればべンチャ 一企業にとって 全て揃ったと 考え 

るのは早計なのであ る。 今回の MR マイクロス 

コープの場合、 この段階で筑波ファンドからの 

投資受け入れを 断俳して、 個人的に会社設立の 

資金を集めることとして、 平成 11 年 4 月に発 

足した。 

次に、 実際の企業活動に 入ってまず行き 当た 

""   ま 製品 ぬ ㍾ び ""   大学 W 。 

れた装置はいわば 手作りであ って、 これを売り 

物になる完成されたシステムに 仕立てる / ゥ ハ 

ウ は大学にはない。 会社に場所を 提供してくれ 

た 城南電子研究所の 丸 谷 光広社長が長年の 特 

殊電源作りで 培われた専門家の 目でシステムを 

見直してくれた。 特殊な形状のコイルの 製品 
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化 、 故障を減らし 修理が楽な電気回路、 工業 デ 

ザインを考えた 売り物としの 装置全体の形など   

全てが整えられた。 大学発の技術を 世に出すた 

の に は 、 工業製品への 脱皮の過程が 一段必要で 

あ ることが明らかになった。 この際、 中小企業 

第 1 図に足の踵部分の MRI 映像を撮るシス 

テム の全体像を示した。 まだ実験段階ではあ る 

が MRI を診断医学の 分野に応用する 試みであ 

る 。 踵の骨の MRI を撮り、 これから骨の 密度 

のネ、 ッ トワークの中で、 何処に必要な 技術があ 

るかを知っている 人物の存在が 重要であ ること 

も明らかになった。 

S 2. 企業活動と実績 

開発された MR マイクロスコープの 実際の 

応用は、 筑波大学臨床医学系の 放射線科の協力 

を得て、 摘出生体組織の 撮像からはじめられ 

た。 この結果は磁気共鳴関係の 学会誌だけでな 

く 医学関係の雑誌にも 発表され、 多くの研究者 

の興味を引いた。 装置の導入による 共同研究の 

第一号は京都府立医大であ った。 装置に不慣れ 

な 人にも利用できる 使い勝手の良い 装置を作る 第 Ⅰ図 学密度測定風景 

必要から、 実験装置の段階を 脱皮して工業製品 " 

の形に仕立てる 必 、 要に迫られ、 製品作りの勉強 を求めて骨組懸症の 診断に利用するのであ る。 

の 機会を得たと 言える。 現在まで約 40 名の女性のデータを 集めて検討 

会社としての 仕事は名大・ 理学部の仕事か してきたが、 極めて高い確度で 骨密度の計測が 

らであ る。 これは地球科学に 関する研究で、 高 できることが 確かめられている。 写真。 こ 示した 

圧下での水の 状態を調べる 目的の MRI であ っ よさに 極 簡単なシールトルームに 小型磁石を 

た 。 次は運輸省・ 港湾研からの 仕事で、 地下の 持ち込み、 目の前で気軽に 踵の骨の断層映像を 

土砂と水との 混合の様子を MRI で可視化する 見ることができる。 将来、 X 線や超音波による 

目的であ った。 三番目は、 あ る国立大学の 医学 方法より優れた 方法として一般化される 事が期 

部に納入される 大型の MRI のシステムに、 特 待される。 

に 望まれて、 MR マイクロスコープを 付属部品 第 2 図には、 鮭の雌雄の MRI 断層映像を示 

として加える 仕事であ った。 この分野は当初か した。 これは岩手県から 依頼された仕事で 

ら 狙っていた販売の 方式であ ったが、 現在まで 

ヤ @ 一 2 台受注して納入を 済ませている。 核磁気 共 

鳴 (NMR) と 言 う 物理現象そのものの 信号 は 

極めて小さく 検出は本質的に 大変なので、 装置 

を 設置した現場での 調整に時間が 掛かる。 装置 

が 設置される環境に 応じた雑音対策や、 使用す 

る 超伝導電磁石の 特性にも合わせて 調整する 必 

要 があ る。 満足できる画像が 得られるまで、 通 

常 一週間程度の 現場調整が必要であ る。 第 2 図 鮭の雌雄の判定 
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"MRI で鮭の雌雄を 連続的に半 l, 則 する " 実験の 

結果であ る。 現在、 人手に頼って 鮭の腹 に傷を 

付けて行っていた 分別を、 卵巣からの信号を 目 

安に、 一尾あ たり約 2 秒で選別する 事に成功し 

たのであ る。 写真 ( 左 ) に示したよさに 卵巣部 

分の MRI シグナルは特徴的で 極めて明確に 雌 

雄を識別出来る 事が分かった。 

国際会議等で 外国との連携も 増えてきてお 

り、 既に米国の NASA に流体計測用の MRI シ 

ステムを一台納入していいる。 さらに米国の 

NPO にシステム一台の 輸出も決まっている。 

S 3  結果の検討と 今後の展望 

経営面から見ると、 会社の収支は 一期、 二期 

共に黒字で、 株主への配当も 行われており 成功 

と言える。 経営の素人であ る理系の人間が 、 頭 

で考えて見積り 計算した業績の 予測 は 正しかっ 

たと言える " しかし、 現時点では、 会社の人件 

費は社長を含めて 学生のアルバイト ィモ 程度と極 

端に少なく、 また他の支出も 一般的な会社より 

は遥かに少なく 済んでおり、 これらが黒字の 要 

因 になっていることは 明らかであ る。 社長であ 

る 拝師は 13 年 3 月に学位を取得して 大宇院を卒 

業した。 本人は社長を 継続して引き 受けて事業 

を 続ける決心をしている。 経営の勉強の 為にと、 

慶応の MBA コースを受験して 合格し、 会社を 

掛け持ちで筑波から 慶応に通っている。 また、 

最近では大学院生の 宇津津 が 新しく役員に 就任 

し、 若い経営陣も 次第に揃ってきている。 社会 

的にも次第に 認知され始めており、 茨城県から 

は 中剣 法 ( 中小企業の創造的事業活動の 促進に 

関する臨時措置法 ) の認定を受けて 補助金も支 

給されている。 また、 大学との関係も 継続的な 

共同研究契約が 結ばれており、 会社との連携は 

公に認められている。 

技術的な側面で は 、 事業 は 医療用の超伝導 磁 

石を利用した 皿 マイクロスコープの 開発から始 

まったが、 最近になって 開発された小型の 希土 

類永久磁石が 皿 マイクロスコープの 様相を一変 

させる可能性が 出てきた。 この磁石は、 ハル 

バッハ型と呼ばれる 磁気回路を形成する 事で、 

普通の磁石の 7 分の 1 の重さで、 同等の磁場を 

発生する画期的な 磁石であ る。 理論的には以前 

から知られていたが 製造技術が大変難しく、 最 

近になって住友特殊金属が 生産に成功し 利用可 

能になったのであ る。 この小型永久磁石と MR 

マイクロスコープの 組み合わせで、 医療用の装 

直 とは桁違いの 値段で、 小型で独立した 装置が 

制作可能となった。 当然の事であ るが、 医療用 

の MRI は動物実験に 使用することは 禁じられ 

ている。 従って安価な MRI システムが実現す 

れば、 動物実験で病巣の 変化を継続観察できる 

事となり、 基礎医学の分野では 多くの利用が 見 

込まれる。 また、 骨粗髭 症の診断システム " 一 

般 に利用されたとすれば、 大量のシステムの 生 

産が老、 要になると予想、 される。 

以上のように、 何れかの MRI システムに対し 

て纏まった需要が 生じれば、 会社の体制は 大き 

く 変化せざるをえなくなると 思われる。 現に、 

米国企業からは 共同開発の申し 入れもあ り、 こ 

れへの対応も 引き延ばしは 難しくなりっ っ あ る。 

筑波の TLO の周りには筑波ファンドの 投資先 

を 含めて多くの 企業が生まれてきている。 これ 

らの大多数はファンドの 投資目的に添った 急 成 

長を狙う企業であ る。 これに対して、 今回報告 

しているエム・アール・テクノロジ 一社のよう 

な 技術中心の会社には 成長を望まないタイブが 

存在するのであ る。 これは、 経済学を中心とし 

た物の考え方では 説明に困惑する 現象なのでは 

なかろうか。 しかし、 この無欲な企業が 外部 要 

因 で成長を求められた 時 " どの段階で成長の ，， 。 

ターンに乗せるが ， 、 " その際に技術屋集団だけ 

で事は足りるのか " など、 考えて置かねばなら 

ない課題が見え 始めた事を報告する。 筑波学園 

都市から生まれた 企業が成長したと 言 う 実績は 

強く求められており、 ェム・アール・テクノロ 

ジ一社の成長は 心から望まれている。 
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